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ぼ う さ い      1 1 月号  ( 第60 号 )

霧
島
山
は
、
宮
崎
県
と
鹿
児
島
県
の
県

境
に
広
が
る
火
山
群
の
総
称
。
最

高
峰
の
韓か
ら
く
に
だ
け

国
岳
（
１
７
０
０
m
）
を
は
じ

め
、
高た
か
ち
ほ
み
ね

千
穂
峰
（
１
５
７
３
m
）、
新し
ん
も
え
だ
け

燃
岳

（
１
４
２
１
m
）、
御お
は
ち鉢

（
１
４
2
0
m
）
な

ど
大
小
20
を
越
え
る
山
々
が
つ
ら
な
る
。

古
く
は
天
平
時
代
の
７
４
２
年
に
大
噴

火
（
御
鉢
）
の
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

主
に
御
鉢
と
新
燃
岳
で
何
度
も
噴
火
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
１
７
１
６
年
に
起
き
た

大
噴
火
（
新
燃
岳
）
で
は
、
火
砕
流
が
発

生
し
、
死
者
５
名
、
負
傷
者
31
名
、
家
屋

６
０
０
軒
あ
ま
り
が
焼
失
し
た
。

御
鉢
は
、
か
つ
て
は
「
火ひ
け
ふ
み
ね

常
峯
」
と

呼
ば
れ
、
過
去
の
記
録
に
よ
る
と
霧
島
火

山
群
中
も
っ
と
も
活
動
的
な
火
口
で
、
規

模
の
大
き
な
噴
火
も
数
回
起
し
て
い
る
。

１
９
２
３
年
に
死
者
１
名
を
出
し
た
噴
火

以
降
の
活
動
は
穏
や
か
だ
。
新
燃
岳
は
、

現
在
火
山
活
動
が
や
や
活
発
化
し
、
火
口

か
ら
半
径
１
㎞
以
内
は
立
ち
入
り
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
。

高
千
穂
峰
の
東
に
あ
る
都
城
盆
地
な
ど
、

霧
島
山
周
辺
で
は
、
し
ば
し
ば
深
い
霧
が

立
ち
込
め
る
。「
霧
島
」
と
い
う
名
は
、山
々

が
霧
の
海
に
浮
か
ぶ
島
の
よ
う
に
見
え
る

様
子
に
由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

雲海に浮かぶ島

雲海と霧島火山群

霧島山
活動的で特に重点的に観測研究を行うべき火山に指定されている。平成 22 年 5月 6日、新燃岳に火口周辺警報（噴火警戒レベル 2・
火口周辺規制）を発表後、予報警報事項に変更はない（11 月 18 日現在）。

霧
きりしまやま

島山

Vol. 16

宮崎県・鹿児島県
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ぼ う さ い      11 月号  ( 第60 号 )

私の住む知多半
島では、町ぐるみ、
地域ぐるみで防災に力を入れているグ
ループがいくつかあります。私の所属す
る絵画サークル「だれでもアーティスト
クラブ」でも教室が築百年以上たってい
る古い建てものだし、近くに海があるの
で、いざという時どうすればよいのか先
生やみんなといつも話し合います。チリ
の地震で、津波警報が出た時はとなり町
にも避難勧告が出たので少しドキドキし
ました。私の家族もいつかは来る、大き
な地震に備えてあわてない様に日頃から
訓練をしています。家具の固定や非常袋
の準備を多くの人に呼びかけたいと思い
このポスターを描きました。

�
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ぼ う さ い      11 月号  ( 第6 0 号 )

「
緊
急
地
震
速
報
」

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

緊
急
地
震
速
報
と
は
、
地
震
の
発
生

直
後
に
、
震
源
に
近
い
地
震
計
で
と
ら

え
た
観
測
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
強
い
揺

れ
が
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
も
の
だ
（
５
頁
図
参
照
）。

ど
う
す
れ
ば
知
る
こ
と
が 

で
き
る
の

緊
急
地
震
速
報
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
、
携
帯
電
話
、
防
災
行
政
無
線
あ
る

い
は
受
信
端
末
等
を
通
じ
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
中
で
も
携
帯
電
話
は
、
約

1
億
1
千
万
台
が
普
及
す
る
現
代
に

�

自然災害による被害を軽減するため、様々な防災情報が発表されている。 
「防災情報はどのように知ることができるのか」、「情報を得たらどのように行動

するのか」ということを私たちは知っているだろうか。
いざという時、“自分の身は自分で守る”ためには、災害が起きてから考えたので

は遅すぎる。日頃から、必要な防災情報と災害に対応した行動を確認しておくことが
肝心だ。

今号では、地震、大雨、竜巻に関する防災情報について紹介する。

防災情報を活用しよう
特集写真：

（財）消防科学総合センター　災害写真データベースから
http://www.isad.or.jp/

（写真提供　気象庁）



ぼ う さ い      11 月号  ( 第6 0 号 )

あ
っ
て
、
緊
急
地
震
速
報
受
信
に
は
非

常
に
有
効
な
手
段
だ
。
現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
a
u
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
／
沖
縄
セ

ル
ラ
ー
電
話
）、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯

電
話
会
社
３
社
か
ら
配
信
さ
れ
て
い
る
。

緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
た
場
合
、
報

知
音
（
ブ
ザ
ー
音
）
や
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
ま
た
画
面
上
に
文
字
表
示
が
出
る
。

受
信
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
な
い
機
種

や
受
信
設
定
が
必
要
な
機
種
も
あ
る
の

で
、
各
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
機
能
の

有
無
や
受
信
設
定
の
方
法
を
確
認
し
て

お
く
と
よ
い
だ
ろ
う
（
６
頁
図
参
照
）。

報
知
音
を
確
認
す
る

今
年
９
月
29
日
、
福
島
県
を
震
源
と

す
る
地
震
が
発
生
し
た
際
、
首
都
圏
等

で
は
携
帯
電
話
か
ら
一
斉
に
緊
急
地
震

速
報
の
報
知
音
が
鳴

り
響
い
た
。
現
在
、

事
前
の
設
定
な
し
で

緊
急
地
震
速
報
を
受

信
で
き
る
機
種
も
数

多
く
販
売
さ
れ
て
お

り
、
聞
き
な
れ
な
い

音
に
「
驚
い
た
」
あ

る
い
は
「
何
の
音
か

わ
か
ら
ず
無
視
し
て

し
ま
っ
た
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
た
。

今
回
、
首
都
圏
で
の
強
い
揺
れ
は
な
か
っ

た
が
、
も
し
実
際
に
強
い
揺
れ
で
あ
っ

た
な
ら
、
驚
い
た
だ
け
で
は
せ
っ
か
く

の
速
報
も
役
に
立
た
な
い
。
携
帯
電
話

の
緊
急
地
震
速
報
に
す
ぐ
気
が
つ
く
よ

う
、
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報
知
音

を
試
聴
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
。
ま

た
一
部
の
機
種
で
も
、
報
知
音
の
試
聴

が
可
能
だ
（
6
頁
図
参
照
）。

受
信
し
た
ら
ど
う
す
る
の

す
ぐ
に
〝
身
を
守
る
行
動
を
と
る
〟。

こ
れ
が 

緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
た
時

に
必
要
な
行
動
で
あ
る
。
受
信
か
ら
強

い
揺
れ
が
到
達
す
る
ま
で
の
猶
予
時
間

は
短
い
。
長
く
て
も
数
十
秒
程
度
。
迅

速
な
行
動
が
肝
心
だ
。
テ
レ
ビ
の
チ
ャ

イ
ム
音
や
携
帯
電
話
の
ブ
ザ
ー
音
を
聞

い
た
ら
、
画
面
を
確
認
し
て
い
る
時
間

は
な
い
。
丈
夫
な
机
の
下
に
隠
れ
る
な

ど
、
何
よ
り
も
ま
ず
身
を
守
る
行
動
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
震

源
か
ら
遠
い
場
所
で
は
、
強
い
揺
れ
が

届
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
速

報
を
見
聞
き
し
た
ら
１
分
程
度
は
警
戒

を
続
け
る
。
ま
た
、
地
震
に
よ
る
強
い

揺
れ
が
続
く
の
は
長
く
て
１

分
程
度
。
そ
の
間
は
身
を
守

る
行
動
を
取
り
続
け
る
必
要

が
あ
る
（
６
頁
図
参
照
）。

日
頃
か
ら
イ
メ
ー
ジ

し
、
実
際
に
身
体
を
動

か
し
て
み
る

周
囲
の
状
況
に
よ
っ
て
地

震
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
具

体
的
な
行
動
は
異
な
っ
て
く

る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ

わ
て
ず
に
適
切
な
判
断
と
行

動
を
行
う
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す

べ
き
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
。
さ
ら

に
、
実
際
に
身
体
を
動
か
し

て
身
を
守
る
行
動
を
練
習
し

て
み
る
こ
と
も
非
常
に
有
効

だ
。
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
急

に
は
身
体
が
動
か
な
い
こ
と
は
誰
し
も

経
験
が
あ
る
だ
ろ
う
。
数
秒
と
い
う
わ

ず
か
な
時
間
で
身
近
で
安
全
な
場
所
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
や
っ
て
み

る
。
ま
た
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
た

際
の
対
応
を
取
り
入
れ
た
防
災
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
（
６
頁

図
参
照
）。

地震の発生直後に、震源に近い地震計でとらえた観測データを解析して震源や地震の規模 ( マグニチュード ) 
を直ちに推定。最大震度 5 弱以上と予想された地震の場合に、強い揺れが予想されていることを知らせる

（資料提供　気象庁）
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最大震度 5 弱以上と予想された場合、「ピロン ポローン」
というチャイム音とともに、震度 4 以上が予想される地
域の名称を文字と音声で放送

※ NHK ホームページでは緊急地震速報チャイム音が 
試聴できる
http://www.nhk.or.jp/bousai/chime/index.html

最大震度 5 弱以上と予想された場
合、「ブイー、ブイー、ブイー」と
いうブザー音とともに、震度 4 以
上が予想される地域の携帯電話に
一斉配信

※受信画面は、各社機種により異
なる
※ホームページ（NTT ドコモ、ソ
フトバンク）また一部携帯電話

（NTT ドコモ、au) でも緊急地震速
報のブザー音が試聴できる

携帯電話会社 3 社の緊急地震速報のホームページ

● NTT ドコモ（緊急速報「エリアメール」）
http://www.nttdocomo.co.jp/service/safety/areamail/about/index.html

● au（KDDI）ホームページ（緊急地震速報）
http://www.au.kddi.com/jishin_sokuho/　

● ソフトバンクホームページ（緊急地震速報）
http://mb.softbank.jp/mb/service/3G/EEW/　

�

（資料提供　気象庁）

緊急地震速報を見聞きしたら１分程度は警戒を続ける。また、地震による強い揺れが続くのは長くて１分程度。その間は身を守る行動を取り続ける

（写真提供：NHK）

テレビの緊急地震速報放送画面イメージ 携帯電話の「緊急地震速報」受信画面イメージ
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「
大
雨
に
関
す
る 

防
災
気
象
情
報
」

大
雨
に
よ
る
災
害
か
ら
身
を 

守
る
た
め
に

大
雨
に
関
す
る
防
災
気
象
情
報
は
、

警
報
を
始
め
と
し
て
様
々
な
情
報
が
あ

る
。
警
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放
送
、

市
町
村
の
防
災
無
線
放
送
が
行
わ
れ
る

ほ
か
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国
土

交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
の
携

帯
電
話
用
サ
イ
ト
で
は
、
市
町
村
ご
と

に
発
表
中
の
警
報
を
確
認
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
警
報
以
外

の
情
報
も
載
っ
て
い
る
の
で
一
緒
に
確

認
す
る
と
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
民
間

の
気
象
事
業
者
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

携
帯
電
話
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
向
け
た
気
象
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
。

情
報
の
入
手
、
危
険
性
の
分
析
、

身
を
守
る
行
動

大
雨
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
に
必
要

な
こ
と
は
、
情
報
の
入
手
、
危
険
性
の

分
析
、
身
を
守
る
た
め
の
行
動
だ
。
そ

し
て
日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と
は
事
前
に

準
備
し
て
お
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
例

え
ば
、
大
雨
の
場
合
、
居
住
す
る
市
町

村
の
警
報
・
注
意
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
登
録
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、
自
宅
か
ら

避
難
場
所
ま
で
の
経
路
や
周
辺
の
崖
や

川
、
水
路
な
ど
危
険
な
箇
所
を
把
握
し

て
お
く
、
非
常
持
ち
出
し
袋
を
定
期
的

に
点
検
し
て
必
要
な
も
の
が
揃
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
等
の
備
え
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
適
切
な
判
断
や
迅

速
な
行
動
に
活
き
て
く
る
。

ま
た
大
雨
の
際
に
は
、
最
新
の
気
象

情
報
の
入
手
と
あ
わ
せ
て
、
周
辺
の
崖

や
川
の
変
化
な
ど
に
も
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
日
頃
と
異
な
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
市
役
所
な
ど
へ
通
報
す

る
と
と
も
に
、
も
し
危
険
を
感
じ
た
ら
、

避
難
所
や
建
物
の
２
階
な
ど
安
全
な
場

所
へ
た
だ
ち
に
避
難
す
る
こ
と
が
重
要

だ
（
８
頁
図
参
照
／（『
ぼ
う
さ
い
』
７

月
号　

特
集
参
照
）。

「
竜
巻
な
ど
の
激
し
い

突
風
に
関
す
る
気
象 

情
報
」

竜
巻
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

竜
巻
は
、
比
較
的
遭
遇
す
る
機
会
が

少
な
い
気
象
現
象
で
は
あ
る
が
、
日
本

の
ど
こ
で
も
季
節
を
問
わ
ず
発
生
す
る
。

特
に
沿
岸
部
で
の
発
生
が
多
く
確
認
さ

れ
、
関
東
平
野
や
濃
尾
平
野
の
よ
う
に

開
け
た
平
野
部
で
は
内
陸
で
も
発
生
し

て
い
る
。
近
年
で
は
、
2
0
0
6
年
９

月
に
宮
崎
県
延
岡
市
、
同
年
11
月
に
北

海
道
佐
呂
間
町
で
発
生
し
た
竜
巻
は
、

そ
れ
ぞ
れ
死
者
を
出
す
大
き
な
災
害
を

引
き
起
こ
し
た
。

「
竜
巻
注
意
情
報
」
と
「
竜
巻 

発
生
確
度
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」

竜
巻
に
関
す
る
予
報
と
し
て
、
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
竜
巻
発
生
確
度

ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

竜
巻
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
地
域
を
分

布
図
で
表
示
。
常
時
10
分
ご
と
、
60
分
先

ま
で
の
移
動
の
予
測
も
含
め
て
発
表
さ

れ
る
。
竜
巻
な
ど
の
激
し
い
突
風
に
関

す
る
気
象
情
報
は
、
竜
巻
の
発
生
の
可

能
性
に
応
じ
て
段
階
的
に
発
表
さ
れ
る

が
、「
竜
巻
発
生
確
度

ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
」
は
発

生
確
度
1
や
2
と
な
っ

た
ら
、
竜
巻
が
今
に
も

発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
状
況
だ
。「
発
生
確

度
２
」
が
現
れ
た
地
域

（
概
ね
県
単
位
を
対
象
）

に
は
気
象
庁
か
ら
「
竜

巻
注
意
情
報
」を
発
表
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放

送
あ
る
い
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

提
供
さ
れ
る
。
ま
た
、
民
間
気
象
事
業

者
で
も
携
帯
電
話
向
け
に
竜
巻
に
関
す

る
防
災
情
報
の
配
信
を
行
っ
て
い
る
。

最
新
の
気
象
情
報
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
空
の
状
況
に
注
意
を
払
い
、
現

場
で
適
切
な
状
況
判
断
を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。
竜
巻
は
積
乱
雲
（
入
道
雲
）

の
下
で
発
生
す
る
の
で
、
発
達
し
た
積

乱
雲
の
近
づ
く
兆
し
が
あ
れ
ば
、
注
意

情
報
等
が
出
て
い
な
く
て
も
身
の
安
全

確
保
に
つ
と
め
る
こ
と
が
大
事
だ
（
９

頁
図
参
照
）。

携
帯
電
話
向
け
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
事
業
者
一
覧

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム>

天
気
の
急
変
か
ら
身
を
守
る
た
め
に>

予
報
業
務
許
可
事
業
者
の
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

h
ttp

://w
w

w
.jm

a.g
o

.jp
/jm

a/kish
o

u
/in

fo
/keitai.h

tm
l

2007 年 4 月 4日に鳥取県で発生した竜巻

�

（写真提供：気象庁）
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テレビ、ラジオや気象庁
ホームページ等の気象情
報に注意する

行動のめやす

「大雨警報・注意報」は、浸水や土
砂災害に注意・警戒が必要なとき
に、「洪水警報・注意報」は、河川
の増水やはん濫に注意・警戒が必要
なときに発表する。

● 非 常 持 ち 出 し 品 の 点
検、避難場所や経路の
再確認などを行う

●危険な場所に近づかな
い（崖、川、側溝など）

行動のめやす

※「国土交通省防災情報提供センター」携帯電話用
サイトからも気象情報、気象警報・注意報を入手で
きる
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html

「土砂災害警戒情報」は、土砂災害
の危険性が非常に高まったときに
発表する。

● 危険を感じたら身の安
全を図る（早めの避難。
避難が困難・危険な場
合は、建物の２階など、
より安全な場所へ移動）

● 避難勧告などに注意す
る

行動のめやす

（資料提供　気象庁）

大雨に関する
気象情報

〜1日前程度

大雨、洪水
注意報

約半日前

大雨、洪水 
警報

約2〜3時間前

土砂災害
警戒情報

危険度大

大雨に関する防災気象情報の入手先と効果的な利用方法竜巻などの激しい突風に関する気象情報の入手先と効果的な利用方法

○気象庁ホームページ
　ホーム > 防災気象情報 > 気象警報・注意報
http://www.jma.go.jp/jp/warn/

�

http://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/

気象情報は、大雨の恐れがあるとき、台風
が近づくときに、警報や注意報に先立って
発表する。また、警報や注意報を発表して
いる間にも、雨の状況や発生しそうな災害
などを知らせる。

http://www.jma.go.jp/jp/dosha/

※イメージ



秋田県竜巻注意情報　第１号 
平成 22 年 11 月 12 日 12 時 06 分　秋田地方気象台発表

秋田県では、竜巻発生のおそれがあります。

竜巻は積乱雲に伴って発生します。雷や風が急変するなど積乱雲が近づく兆し
がある場合には、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。

この情報は、12 日 13 時 10 分まで有効です。

ぼ う さ い      11 月号  ( 第6 0 号 )

竜巻などの激しい突風に関する気象情報の入手先と効果的な利用方法

「気象情報」発表
「竜巻などの激しい突風のおそれ」と

明記。テレビ・ラジオの天気予報で
も「大気が不安定、突風に注意」等

のコメントが出される

半日〜1日前

「雷注意報」発表
落雷、ひょう等とともに

「竜巻」も明記

数時間前

「竜巻注意情報」発表
今まさに竜巻の発生しやすい
気象状況になっていることを

知らせる

0〜1 時間前

今年11月12日12時06分に発表された竜巻注意情報

竜巻注意情報が発表されたら… 竜巻が間近に迫ったら…

●避難するときは屋根瓦などの飛来物に注意！ 
飛来物は凶器になる

●避難できない場合は、物陰やくぼみに身を伏せる
×車庫、物置、プレハブ（仮設建築物）への避難は危険

●家の中心部や窓の無い部屋に移動
●窓、雨戸を閉め、カーテンを閉める
●頑丈な机の下などで、頭と首を守る

身を守るための行動とは
頑丈な建物の中へ避難 屋内でも窓や壁から離れる

（資料提供　気象庁）

気象庁ホームページ
ホーム > 防災気象情報 > 竜巻注意情報
http://www.jma.go.jp/jp/tatsumaki/

気象庁ホームページ
ホーム > 防災気象情報 >  
レーダー・ナウキャスト 
( 降水・雷・竜巻 )
http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/

竜巻発生確度ナウキャスト
（常時 10 分毎に発表）

● 通常は何も表示されない

● 竜巻の発生しやすい気象状況
となった時点で発生確度 1 や
2 が現れる

● 発生確度 2 となった県などに
は竜巻注意情報が発表される

�

● 周囲の空の状況に注意を払う
●「発達した積乱雲が近づく兆し」を察知したら、近くの

建物の中に入るなど “ 身を守るための行動 ” をとる。
● 人が大勢集まる屋外行事や高所作業など、安全確保に時

間を要する場合には、早めに避難を開始

「発達した積乱雲の近づく兆し」とは
◆ 真っ黒な雲が近づき、周囲が急に暗くなる
◆ 雷鳴が聞こえたり、電光が見えたりする
◆ ヒヤッとした冷たい風が吹き出す
◆ 大粒の雨や「ひょう」が降り出す

●すぐに “ 身を守るための行動 ” をとる

竜巻が間近に迫った時の 
主な特徴
◆ 雲の底から地上に伸びる漏

ろ う と

斗状の雲が
目撃される

◆ ゴーというジェット機のような轟音が
する

◆ 飛散物が筒状に舞い上がるなどの現象
が現れる等

※いつまで注意が必要か明記 
（発表から約 1 時間が目安）

今年 11 月 12 日 12 時 00 分の
竜巻発生確度ナウキャスト



ぼ う さ い      1 1 月号  ( 第60号 ) 10

部屋の物が飛び落ちてくる大地震
家具の配置には十分に注意して！

テレビ東京アナウンサー

大橋未歩さん

Active 
Human  
List 4

入
社
し
て
か
ら
8
年
半
、
ス
ポ
ー
ツ
番
組
を
中
心
に
担
当
し
、
い
ま
は
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
な
ど
に
も
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
る
テ
レ
ビ
東
京
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
大
橋
未
歩

さ
ん
。
い
つ
も
元
気
で
、
飾
ら
ず
、
等
身
大
の
女
性
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
、

局
の
看
板
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
す
。

大
橋
さ
ん
は
、
実
家
が
あ
る
神
戸
市
の
須
磨
区
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て

い
ま
す
。 

大
地
震
の
怖
さ
、
そ
の
と
き
の
思
い
な
ど
を
率
直
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
参
考
に
し
て
、
備
え
に
つ
な
げ
た
い
お
話
で
す
。

おおはし・みほ●テレビ東京アナウンサー。1978 年生ま
れ。兵庫県出身。2002 年に株式会社テレビ東京入社。こ
れまで、スポーツニュースや 2004 年に開催されたアテ
ネオリンピック、2010 年のバンクーバー冬季オリンピッ
ク中継などを担当。現在は、「所さんの学校では教えてく
れないそこんトコロ！」（金曜・夜 9:00 ～ 9:54）、「やり
すぎコージー」（水曜・夜 10:00 ～ 10:54）、「極嬢ヂカラ
PREMIUM」（火曜・深夜 0:12 ～ 0:53）などバラエティ番
組も担当している。「今後は社会に貢献できるような仕事
にも携わっていきたい」と、仕事の幅を広げることにも
意欲的。

撮影：相澤　正



ぼ う さ い      1 1 月号  ( 第60号 )

中
学
生
の
と
き
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
観
て
感
動
し
、「
自

分
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ
り
た
い
！
」

と
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
大
橋

さ
ん
。
な
ん
と
入
社
３
年
目
に
し
て
、
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
継
に
携
わ
り
、

早
く
も
そ
の
夢
を
叶
え
た
。
そ
し
て
次
の

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
は
、
２
年
前

か
ら
選
手
た
ち
の
取
材
に
取
り
組
ん
で
、

彼
ら
の
努
力
が
結
実
す
る
瞬
間
を
目
の

当
た
り
に
し
、
感
動
で
心
が
ふ
る
え
る

よ
う
な
毎
日
を
経
験
で
き
た
そ
う
だ
。

頑
張
り
屋
で
、「
後
悔
す
る
こ
と
が
何

よ
り
も
嫌
い
」
と
い
う
意
欲
的
な
彼
女
。

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
よ
う
な
明
る
い
表

情
が
印
象
的
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
人

生
も
順
風
満
帆
に
過
ご
し
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
高
校
１
年
生

の
と
き
に
阪

神
・
淡
路
大

震
災
に
遭
っ

て
い
る
。

「
あ
ま
り

の
揺
れ
の
大

き
さ
に
身
動

き
も
で
き
ま

せ
ん
で
し

た
。
机
の
下

に
避
難
す
る

な
ん
て
、
と

て
も
じ
ゃ
な

い
け
れ
ど
で

き
ま
せ
ん
」
と
大
橋
さ
ん
は
当
時
を
振

り
返
る
。

恐
ろ
し
い
地
鳴
り
、
鉄
筋
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
き
し
む
不
気
味
な
音
。「
マ
ン

シ
ョ
ン
が
倒
壊
し
た
ら
死
ぬ
ん
だ
」
と
、

初
め
て
死
を
意
識
し
た
。

「
部
屋
の
電
気
が
つ
い
て
い
た
の
で
、

電
灯
が
踊
る
よ
う
に
左
右
に
大
き
く
揺
れ

て
い
る
と
こ
ろ
や
、
本
が
本
棚
か
ら
下
に

ス
ッ
と
落
ち
る
の
で
は
な
く
て
、
水
平
に

勢
い
良
く
飛
び
出
す
と
こ
ろ
が
良
く
見
え

ま
し
た
。
い
ま
で
も
そ
の
光
景
を
は
っ
き

り
と
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」

多
感
だ
っ
た
10
代
で
の
被
災
。
家
族

も
自
分
の
周
囲
に
も
、
幸
い
に
し
て
命
を

失
う
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
喪
失
感
か

ら
、
何
か
を
成
す
こ
と
に
意
味
が
あ
る

の
か
と
無
気
力
に
陥
っ
た
時
期
が
あ
っ

た
そ
う
だ
。

「
余
震
が
お
さ
ま
る
ま
で
の
し
ば
ら
く

の
間
、
漆
黒
の
闇
を
窓
か
ら
眺
め
て
い
ま

し
た
。
も
う
二
度
と
太
陽
は
出
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
な
時
間
。で
も
、

や
っ
ぱ
り
朝
は
来
た
ん
で
す
よ
ね
。
明
け

な
い
夜
は
な
い
よ
う
に
。
自
分
も
も
う
一

度
希
望
を
持
と
う
と
思
い
ま
し
た
」

そ
し
て
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
夢
を

思
い
出
し
た
。

「〝
被
災
し
た
か
ら
頑
張
れ
た
〟
と
い

う
よ
う
に
、
被
災
が
良
か
っ
た
こ
と
と
受

け
と
め
ら
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
」
と
言
葉
を
選
び
な
が
ら
、「
少

し
で
も
興
味
が
あ
る

こ
と
に
は
ト
ラ
イ
す

る
、
後
悔
し
な
い
よ

う
に
し
よ
う
と
思
う

の
は
、
被
災
の
経
験

か
ら
来
る
部
分
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」現

在
、
自
宅
に
は

２
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
２
ダ
ー
ス
常
備

し
て
い
る
。
ベ
ッ
ド

の
周
囲
に
は
家
具
や

重
い
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
て
、
窓
ガ

ラ
ス
は
地
震
の
際
で

も
安
全
性
の
高
い
も

の
を
使
っ
て
い
る
。

「
地
震
の
と
き
、
父
は
、
頭
側
に
テ
レ

ビ
を
置
い
て
い
た
の
で
す
が
、
揺
れ
が

大
き
か
っ
た
の
で
、
父
の
頭
を
飛
び
越

え
て
テ
レ
ビ
が
倒
れ
た
。
だ
か
ら
な
ん

と
か
無
事
で
し
た
。
で
も
倒
れ
て
き
た

物
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
方
も
多
い
で
す
。

家
具
の
配
置
に
は
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
す
よ
」

被
災
経
験
者
だ
か
ら
こ
そ
語
れ
る
、

大
地
震
の
詳
細
。
こ
う
い
っ
た
声
を
お

ろ
そ
か
に
し
な
い
で
、
で
き
る
こ
と
は

速
や
か
に
実
践
し
な
け
れ
ば
と
思
わ
さ

れ
る
、
大
橋
さ
ん
の
体
験
談
だ
っ
た
。

11

少しでも興味があることには 
トライする。後悔しないように
と思っているんです

撮
影
：
相
澤　

正

担当番組「所さんの学校では教えてくれないそこんトコロ！」に
出演中の大橋未歩さん

取
材
・
文
：
柳
澤
美
帆
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前
号
で
は
９
月
１
日
「
防
災
の
日
」
に
実
施
し

た
政
府
本
部
運
営
訓
練
な
ど
の
概
要
を
お
伝
え
し

ま
し
た
。

本
号
で
は
、
政
府
現
地
本
部
訓
練
、
政
府
調
査

団
派
遣
訓
練
、
広
域
医
療
搬
送
訓
練
な
ど
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Ⅰ　

政
府
現
地
本
部
訓
練

静
岡
県
と
協
力
し
、
東
海
地
震
注
意
情
報
発

表
時
か
ら
、
警
戒
宣
言
発
令
時
、
東
海
地
震
発

生
時
に
至
る
一
連
の
政
府
現
地
本
部
訓
練
を
初

め
て
本
格
的
な
実
動
訓
練
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

Ⅱ　

政
府
調
査
団
派
遣
訓
練

静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
の
現
地
会
場（
伊
東
市
）

に
内
閣
総
理
大
臣
を
団
長
と
し
、
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
防
災
）、
防
衛
大
臣
、
総
務
大
臣
等
か

ら
な
る
政
府
調
査
団
を
派
遣
す
る
訓
練
を
行
っ
た

ほ
か
、九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
の
現
地
会
場（
君

津
市
）
に
内
閣
府
大
臣
政
務
官
を
団
長
と
す
る
政

府
調
査
団
を
派
遣
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

12

防災の動き
Disaster Management News

政府現地警戒本部会議（本部長：内閣府副大臣）

内閣総理大臣を団長とする政府調査団（伊東市）

平成22年度総合防災訓練
平成 22 年 8月～ 10 月に各地で総合防災訓練が行われました。

立川広域防災基地から自衛隊ヘリによる要員派遣・資機材搬送

静岡県庁別館（政府現地本部）への資機材搬入
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Ⅲ　

広
域
医
療
搬
送
訓
練

静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
と
連
携
し
て
、
広
域
医

療
搬
送
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

広
域
医
療
搬
送
と
は
、
被
災
地
で
は
対
応
が
困

難
な
重
傷
者
を
被
災
地
外
の
医
療
施
設
へ
搬
送
し

て
高
度
な
専
門
治
療
を
行
う
こ
と
に
よ
り
患
者
の

救
命
を
図
る
活
動
の
こ
と
で
、
今
年
度
は
、
静
岡

県
を
被
災
地
と
想
定
し
、
政
府
の
ほ
か
、
静
岡
県
、

北
海
道
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
岡
山
県
、
関
係
消

防
本
部
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）

及
び
関
係
医
療
機
関
が
参
加
し
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

Ⅳ　

大
規
模
津
波
防
災
総
合
訓
練

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に

よ
る
津
波
を
想
定
し
、
津
波
に
よ
る
被
害
の
軽

減
を
目
指
し
て
、
10
月
16
日
（
土
）
に
、
北
海

道
釧
路
市
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
大
規
模
津

波
防
災
総
合
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

Ⅴ　

原
子
力
総
合
防
災
訓
練

中
部
電
力
株
式
会
社
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に

お
け
る
原
子
力
災
害
の
発
生
を
想
定
し
、
10
月
20

（
水
）か
ら
21
日（
木
）に
か
け
て
、総
理
大
臣
官
邸
、

経
済
産
業
省
緊
急
時
対
応
セ
ン
タ
ー
、
静
岡
県
浜

岡
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
原
子
力

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

13

被災地内広域搬送拠点（静岡空港ＳＣＵ）

政府原子力災害対策本部運営訓練（官邸）に臨む菅内閣総理大臣、松本内閣府特命担当大臣（防災）



防災の動き
Disaster Management News

ぼ う さ い      1 1 月号  ( 第60号 )

○
被
災
と
復
興

新
潟
県
中
越
地
震
の
発
生
か
ら
、
本
年
で
６
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
16
年
10
月
23
日
17
時
56
分
に
発
生
し
た
こ

の
地
震
は
、
最
大
震
度
７
を
記
録
し
た
ほ
か
、
複

数
の
大
き
な
余
震
を
伴
う
も
の
で
し
た
。
新
潟
県

で
は
68
名
の
尊
い
命
を
奪
い
、
未
曾
有
の
被
災
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
震
災
で
は
、
一

部
損
壊
を
含
め
る
と
12
万
に
及
ぶ
住
宅
が
被
害
を

受
け
、
い
ま
だ
生
活
再
建
の
途
上
に
あ
る
方
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
被
災
地
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

地
元
住
民
や
地
元
地
方
公
共
団
体

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
復
興
が

着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

○
10
・
23
の
つ
ど
い

平
成
22
年
10
月
23
日
の
震
災
６

周
年
の
日
に
は
、

新
潟
県
及
び
関

係
市
主
催
に
よ
る

「
新
潟
県
中
越
大

震
災
６
周
年
10
・

23
の
つ
ど
い
」
が

長
岡
市
で
開
催
さ

れ
、
政
府
を
代
表

し
て
阿
久
津
内
閣

府
大
臣
政
務
官
が

出
席
し
ま
し
た
。

大
臣
政
務
官
は
、

来
賓
を
代
表
し

て
、「
政
府
と
し

て
も
、
こ
の
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

改
正
、
震
災
前
か
ら
の
復
興
計
画

の
作
成
の
推
進
等
を
含
む
総
合
的

な
防
災
対
策
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、
国

民
が
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
地
域
づ
く
り
に
協
力

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

ま
た
、
一
時
全
村
避
難
し
た
旧
山
古
志
村
（
現

長
岡
市
）
の
山
古
志
小
学
校
の
児
童
32
人
が
被
災

体
験
な
ど
を
つ
づ
っ
た
歌
「
あ
り
が
と
う
」
な
ど

２
曲
を
合
唱
し
ま
し
た
。

14

山古志小学校（現長岡市）児童 32 人の合唱（10 月 23 日） 
写真提供：新潟県

地震から６周年の「10.23 のつどい」で来賓として挨拶する阿久津内閣府大臣政務官 
（10 月 23 日） 

写真提供：新潟県

平成 16 年 10 月 23 日に発生した新潟県中越地震から、本年で 6周年を迎え、
「10.23 のつどい」が開催されました。

新潟県中越地震から６年



ぼ う さ い      1 1 月号  ( 第60号 )

2
0
1
0
年
10
月
26
日
か
ら
28
日
の
間
、

韓
国
仁
川
に
お
い
て
、
韓
国
政
府
及
び
国

際
連
合
国
際
防
災
戦
略
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
が
主

催
し
て
「
第
４
回
ア
ジ
ア
防
災
閣
僚
級
会
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、国
連
防
災
世
界
会
議（
2
0
0
5

年
1
月
、
兵
庫
県
神
戸
市
）
で
採
択
さ
れ
た
「
兵

庫
行
動
枠
組
2
0
0
5
‒2
0
1
5
（
H
F
A
）」

に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
各
国
で
の
実
施
状
況
や
推
進

方
策
を
議
論
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
災
害
被
害
の
軽
減
の
た
め
の
取
組
み
の
成
果
と

課
題
を
総
括
す
る
も
の
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
各

国
の
閣
僚
級
を
は
じ
め
53
カ
国
の
政
府
関
係
者
、

国
際
機
関
、
地
域
機
関
及
び
N
G
O
等
か
ら
約

９
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。「
気
候
変

動
適
応
を
通
じ
た
災
害
リ
ス
ク
低
減
」
を

会
議
全
体
の
テ
ー
マ
に
議
論
が
行
わ
れ
、

最
終
日
に
は
、「
気
候
変
動
と
防
災
に
関

す
る
意
識
啓
発
と
能
力
開
発
」、「
気
候
及

び
災
害
リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
情
報
、
技

術
、
優
良
事
例
、
教
訓
の
共
有
」、「
気
候

変
動
適
応
策
と
防
災
対
策
で
の
環
境
配
慮

の
促
進
」
等
を
参
加
各
国
、
各
機
関
に
呼

び
か
け
る
「
仁
川
宣
言
」
を
採
択
し
て
、

会
議
は
閉
幕
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
か
ら
は
、
東
祥
三
内
閣
府
副

大
臣
が
代
表
と
し
て
出
席
し
、「
気
候
変

動
と
防
災
に
関
す
る
意
識
啓
発
と
能
力
開

発
」
を
議
題
と
し
た
ハ
イ
レ
ベ

ル
・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
１
に

お
い
て
、
韓
国
消
防
防
災
庁
の

パ
ク
・
ヨ
ン
ス
庁
長
と
と
も
に
、

共
同
議
長
を
務
め
ま
し
た
。
公
式

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
我

が
国
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
防
災
の
取
組
み
や
防
災

教
育
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
災
害
被
害
軽
減
に
向
け
て
適
時
・

的
確
な
避
難
を
実
現
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
へ
の
迅
速
な
情
報
伝
達
に
向
け

た
国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
検
討
し
て

い
る
旨
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ク

韓
国
消
防
防
災
庁
長
や
マ
ー
ガ
レ
ッ
タ
・

ワ
ル
ス
ト
ロ
ー
ム
国
連
事
務
総
長
特
別

代
表
（
防
災
）
と
今
後
の
防
災
分
野
で

の
協
力
等
に
つ
い
て
個
別
に
会
談
を
行
い
ま
し

た
。本

年
は
、
H
F
A
の
中
間
年
に
あ
た
り
、

U
N
I
S
D
R
に
よ
る
H
F
A
中
間
レ
ビ
ュ
ー

等
、
H
F
A
の
更
な
る
推
進
に
向
け
た
取
組
み

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
と
し
て
も
、

H
F
A
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ハイレベル・ラウンドテーブルで議長を務める東内閣府副大臣

各国代表等による集合写真

「第４回アジア防災閣僚級会議」が 
韓国仁川で開催

15
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大
雨
の
状
況

10
月
18
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
前
線
が
奄
美
地

方
に
停
滞
し
、
こ
の
前
線
に
向
か
っ
て
南
か
ら
湿
っ

た
空
気
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
大
気
の
状
態

が
不
安
定
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
影
響
で
、
奄
美
地

方
の
一
部
で
は
10
月
20
日
に
一
時
間
１
２
０
㎜
以
上

の
猛
烈
な
雨
が
降
り
ま
し
た
。
奄
美
市
名な

ぜ瀬
で
は
10

月
20
日
23
時
20
分
ま
で
の
24
時
間
で
6
4
8
・
0
㎜

と
な
る
観
測
史
上
１
位
の
降
水
量
を
記
録
す
る
な
ど
、

18
日
21
時
の
降
り
始
め
か
ら
の
降
水
量
が
8
0
0
㎜

を
超
え
、
奄
美
地
方
の
年
間
平
均
降
水
量
の
四
分
の

一
を
超
え
る
量
の
雨
が
わ
ず
か
三
日
間
の
間
に
集
中

し
て
降
る
と
い
う
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

大
雨
に
よ
る
被
害
の
状
況

こ
の
大
雨
に
よ
り
、
河
川
の
は
ん
濫
や
土
砂
災
害

が
発
生
し
、
奄
美
大
島
内
の
市
町
村
を
中
心
に
、
死

者
３
人
、
住
家
全
壊
10
棟
、
半
壊
４
７
９
棟
、
床
上

国内災害

16

10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
前
線
が
鹿
児
島
県
奄
美
地
方
に
停
滞
し
、 

記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
そ
の
大
雨
が
も
た
ら
し
た
被
害
状
況
等
を
お
伝
え
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
奄
美
地
方
に
お
け
る
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
等

災害報告
Disaster Report
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浸
水
１
１
9
棟
、
床

下
浸
水
７
６
７
棟
等

の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
（
11
月
26
日
現

在
）。通

信
関
係
で
は

停
電
や
浸
水
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
携
帯

電
話
の
多
く
の
基
地

局
が
停
波
、
固
定
電

話
の
一
般
線
や
専
用

線
の
不
通
が
発
生
す

る
と
と
も
に
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
中
継
局

が
停
波
し
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
延
べ

約
2
万
5
百
戸
で
停

電
が
生
じ
る
な
ど
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
の
被
害
に
よ
り
島
内
に
お
け
る

住
民
生
活
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
被

害
状
況
の
迅
速
な
把
握
に
困
難
を
き
た
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
関
係
で
は
農
作
物
、
農
地
・
農
業
用
施

設
及
び
林
道
な
ど
に
多
数
被
害
が
生
じ
、
被
害
総
額

は
約
39
億
円
に
達
し
て
い
ま
す
（
11
月
19
日
現
在
）。

道
路
関
係
で
は
、
国
道
及
び
県
道
に
お
い
て
最
大

時
34
区
間
の
道
路
で
通
行
止
め
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
鹿
児
島
県
の
調
べ
（
11
月
17
日
現
在
）
に
よ

れ
ば
公
共
施
設
等
の
被
害
総
額
は
約
１
２
４
億
円
に

達
し
て
い
ま
す
。

避
難
指
示
・
避
難
勧
告
の
状
況

避
難
指
示
が
、
龍た
つ
ご
う
ち
ょ
う

郷
町
及
び
天あ
ま
ぎ
ち
ょ
う

城
町
の
２
７
３
世

帯
、
６
８
１
人
に
発
令
さ
れ
た
ほ
か
、
避
難
勧
告
が
、

龍
郷
町
及
び
奄
美
市
な
ど
合
計
で
１
３
６
５
世
帯
、

２
８
１
９
人
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
避
難
指
示
・

勧
告
や
自
宅
の
被
災
な
ど
を
受
け
、
奄
美
市
の
奄
美

体
験
交
流
館
で
は
最
大
で
約
１
５
０
名
の
方
が
避
難

さ
れ
て
昼
夜
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
生

徒
な
ど
が
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
小
中
学
校

で
待
機
す
る
事
例
も
生
じ
ま
し
た
。

17

大雨による土砂崩れ現場（龍郷町） 大雨による道路陥没現場（奄美市）

避難所の様子（奄美体験交流館）

避難されている方々を激励する東内閣府副大臣
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政
府
の
主
な
対
応
等

10
月
21
日
に
第
１
回
関
係
省
庁
災
害
対
策
会
議
を

松
本
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
出
席
の
下
に

開
催
し
、
政
府
・
鹿
児
島
県
・
被
災
自
治
体
が
一
体
と

な
っ
て
災
害
応
急
対
策
に
全
力
を
あ
げ
、
更
な
る
被

害
の
拡
大
の
防
止
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
、
孤
立
者

の
安
全
確
保
及
び
救
出
に
全
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、

避
難
先
の
安
全
と
安
心
に
つ
い
て
も
十
分
確
保
す
る

こ
と
な
ど
の
事
項
を
確
認
し
ま
し
た
。
第
１
回
以
降
、

11
月
１
日
ま
で
の
間
に
、
松
本
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
防
災
）、
東
内
閣
府
副
大
臣
、
阿
久
津
内
閣
府
大

臣
政
務
官
な
ど
の
出
席
の
下
で
計
５
回
の
災
害
対
策

会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
継

続
的
に
災
害
対
策
会

議
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
関
係
省
庁

間
で
災
害
応
急
対
策

及
び
災
害
復
旧
に
関

す
る
情
報
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
対
策

の
更
な
る
推
進
の
た

め
の
連
携
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
30
日
に
松
本
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
防
災
）、
10
月
23
日
に
東

内
閣
府
副
大
臣
が
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

内
閣
府
は
、
鹿
児
島

県
大
島
支
庁
に
衛
星
通
信

回
線
を
設
置
し
て
、
政
府

現
地
関
係
機
関
災
害
対
策

会
議
（
奄
美
市
）
と
関
係

省
庁
災
害
対
策
会
議
（
内

閣
府
）
と
の
間
で
テ
レ
ビ

会
議
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
中
央
省
庁
へ
ラ
イ
ブ

配
信
す
る
な
ど
、
中
央
防

災
無
線
網
を
活
用
し
て
情

報
の
共
有
を
図
り
ま
し

た
。

鹿
児
島
県
は
10
月
20
日
を
適
用
日
と
し
て
奄
美
市
、

龍
郷
町
及
び
大
和
村
に
災
害
救
助
法
を
適
用
し
た
ほ

か
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ
く
支
援
金
支
給

制
度
を
奄
美
市
及
び
龍
郷
町
に
適
用
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
災
害
は
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
、
公

共
土
木
施
設
や
農
地
等
の
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
補

助
の
特
別
措
置
等
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
現
地
連
絡
対
策
室
の
設
置

10
月
27
日
か
ら
は
内
閣
府
職
員
及
び
関
係
省
庁
職

員
で
構
成
す
る
政
府
現
地
連
絡
対
策
室
を
鹿
児
島
県

大
島
支
庁
内
に
設
置
し
て
現
地
の
情
報
収
集
や
鹿
児

島
県
・
地
元
市
町
村
と
の
調
整
に
あ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
17
日
に
内
閣
府
に
奄
美
豪
雨
復
旧
対
策

班
を
設
置
し
、
引
き
続
き
被
災
地
の
復
旧
を
支
援
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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災害報告
Disaster Report

中央防災無線網を活用したテレビ会議（奄美⇔内閣府）

テレビ会議により訓示する阿久津内閣府大臣政務官

被災状況を調査する松本内閣府特命担当大臣（防災）

政府現地連絡対策室の様子
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最
近
の
大
き
な
地
震
は
、
偶
然
に
も
、
土
曜

日
、
日
曜
日
、
祭
日
に
起
こ
り
、
オ
フ
ィ

ス
に
お
い
て
、
大
き
な
人
的
被
害
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ど
の
地
震
で
も
、
オ
フ
ィ
ス
内
で

は
あ
ら
ゆ
る
物
が
跳
ん
だ
り
、
重
た
い
コ
ピ
ー
機

が
暴
走
し
て
壁
に
激
突
し
て
大
き
な
穴
を
開
け
た

り
、
も
し
平
日
で
勤
務
中
で
あ
っ
た
な
ら
、
大
変

な
大
惨
事
が
発
生
し
て
い
た
事
で
し
ょ
う
。
人
的

な
被
害
が
少
な
い
の
は
、
建
物
が
安
全
だ
っ
た
か

ら
で
は
な
く
、
休
日
で
、
そ
こ
に
人
が
居
な
か
っ

た
だ
け
で
す
。
ス
チ
ー
ル
製
の
書
庫
や
、
１
ト
ン

以
上
も
あ
る
大
金
庫
が
、
何
メ
ー
ト
ル
も
飛
ん
で

横
倒
し
に
な
っ
て
い
た
り
、
信
じ
ら
れ
な
い
光
景

を
何
度
も
見
て
来
ま
し
た
。

地
震
発
生
時
に
管
理
責
任
者
は
何
を
守
る
の

か
、
前
も
っ
て
決
め
て
お
く
こ
と
が
大
変
重
要

で
す
。

つ
ま
り
、
人
か
物
か
情
報
な
の
か
、
機
能
な
の

か
。
物
的
損
失
は
買
い
替
え
が
可
能
で
す
が
、
人

は
か
け
が
え
の
無
い
存
在
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
講
じ
て
も
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

オ
フ
ィ
ス
内
の
書
庫
や
ロ
ッ
カ
ー
、
コ
ピ
ー
機

等
の
転
倒
防
止
対
策
は
、
か
な
り
高
度
な
技
術
が

必
要
で
す
。

ま
ず
第
一
に
壁
が
間
仕
切
り
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の
多
く
は
固
定
す
る
だ
け
の
強
度
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
必
然
的
に
床
で
固
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
現
在
の
ビ
ル
は
O
A
フ
ロ
ア
ー

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
O
A
フ
ロ
ア
ー
の
下

部
（
躯
体
）
に
固
定
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
社

内
の
方
で
出

来
れ
ば
ベ
ス

ト
な
の
で
す

が
、
一
般
的

に
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

安
全
を
重
視

す
る
な
ら
、

や
は
り
専
門

家
に
相
談
さ

れ
る
方
が
無

難
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

防
災
対
策
を
考
慮
す
る
時
の
鉄
則
は
、「
コ
ス

ト
が
高
い
安
い
」
を
基
準
に
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
基
準
は
あ
く
ま
で
、
よ
り
安
全

で
あ
る
か
ど
う
か
が
物
差
し
で
あ
る
べ
き
で
す
。

安
全
対
策
に
や
り
す
ぎ
は
有
り
ま
せ
ん
。
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ジ
ャ
パ
ン
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
社
長 

全
日
本
地
震
防
災
推
進
協
議
会
会
長

岩
瀧 

幸
則
（
い
わ
た
き
・
ゆ
き
の
り
）

阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
者
と
な
り
、
屋
内
対
策
の

重
要
性
を
提
唱
す
る
た
め
、
静
岡
市
に
移
住
。

第 4 回 （最終回）～ オフィスの対策について

平日であれば大変な事に…

やってみよう！ 
家具固定

勤め先の事務所や買い物で立ち寄るコンビニなど、意外と身近にある 
コピー機やスチール棚は、大地震が起きたときに凶器になるかもしれません。 
固定が難しい物は専門家に相談しましょう。

「
や
っ
て
み
よ
う
！　

家
具
固
定
」
を
執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
岩
瀧
幸
則
氏
は
、
7
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

の
最
も
身
近
な
生
活
空
間
に
お
け
る
防
災
の
備
え
に
、
貴
重
な 

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
岩
瀧
氏
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

１トン以上の金庫も跳んでいる

スチール書庫の
固定方法（一例）

重なっている部分は
連結する
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山
口
県
東
部
、
瀬
戸
内
海
に
注

ぐ
佐さ
ば
が
わ

波
川
沿
い
に
広
が
る
防

府
市
。
市
内
の
F
M
ラ
ジ

オ
局
の
番
組
に
集
ま
っ
た
小
学
生
を
中

心
に
2
0
0
5
年
に
結
成
さ
れ
た
「
水

の
自
遊
人
し
ん
す
い
せ
ん
た
い
ア
カ
ザ

隊
」
は
、「
1
・
17
防
災
未
来
賞
『
ぼ

う
さ
い
甲
子
園
』」
入
賞
の
常
連
団
体

と
し
て
、
防
災
関
係
者
の
間
で
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。

「
当
初
は
、
防
災
の
『
ぼ
』
の
字
も

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
当
時
を
振
り

返
る
の
は
、
事
務
局
の
吉
野
く
に
子
さ

ん
。「
川
遊
び
の
企
画
に
参
加
し
て
く

れ
た
地
域
の
お
年
寄
か
ら
、
昔
は
暴
れ

川
で
何
度
も
洪
水
が
起
き
た
と
い
う
話

を
聞
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
『
川
も

危
険
な
ん
だ
。
災
害
に
つ
い
て
知
り

た
い
』
と
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
す
。

２
０
０
７
年
ご
ろ
か
ら
防
災
活
動
に
取

り
組
み
始
め
ま
し
た
」

ま
ず
は
、
川
の
危
険
箇
所
を
調
べ

る
た
め
に
ジ
オ
ラ
マ
を
つ
か
っ
て
河
川

氾
濫
の
様
子
を
再
現
。「
紙
粘
土
で
家

を
作
っ
て
好
き
な
場
所
に
置
い
て
み
た

ら
、
高
台
に
置
い
た
子
の
家
は
無
事
で
、

川
の
近
く
の
家
は
見
事
に
流
さ
れ
て
し

ま
い
、
み
ん
な
、
洪
水
の
怖
さ
を
実
感

し
た
よ
う
で
し
た
」

こ
の
時
の
活
動
を
「
1
・
17
防
災
未

来
賞
『
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
』」
に
応
募

し
た
と
こ
ろ
、
見
事
に
小
学
生
の
部
で

大
賞
を
受
賞
し
た
。
吉
野
さ
ん
に
よ
る

と
「
入
賞
で
き
た
ら
賞
金
で
遊
び
に
行

こ
う
、
と
気
軽
に
応
募
し
た
の
に
、
予

想
外
に
良
い
賞
を
も
ら
っ
て
し
ま
っ

て
。
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
に
喜
ん
で
『
防

災
は
楽
し
い
ね
』
と
活
動
に
も
さ
ら
に

熱
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

そ
の
後
も
「
楽
し
い
防
災
」
を
合
言

葉
に
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
企
画
を

考
え
て
活
動
を
継
続
。
避
難
訓
練
で
出

会
っ
た
聴
覚
障
害
者
と
の
交
流
か
ら
、

被
災
時
に
お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
な
「
ぼ
う
さ
い

サ
イ
ン
」
も
考
案
し
た
。

し
か
し
、
2
0
0
9
年
7
月
、
防
府
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防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
取
り
組
む
「
楽
し
い
防
災
」

河
川
で
の
水
遊
び
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
防
災
活
動
を
始
め
た
山
口
県
防
府
市
の
「
水
の
自
遊
人
し
ん
す
い
せ
ん
た
い
ア
カ
ザ
隊
」。

子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
取
り
組
み
が
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
る
中
、
地
元
で
豪
雨
災
害
が
発
生
。 

現
実
の
災
害
を
体
験
し
た
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

第4回

佐波川流域防災訓練に参加し、聴覚障害者の方々と協同で
開発した「ぼうさいサイン」を実際に使ってみた

川での流され方などの安全講座を 
受けた後、ライフジャケットを着用

して佐波川で実際に川流れを体験。
この日は、幼稚園児から中学生まで、

幅広い年代の子供たちが参加
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市
を
集
中
豪
雨
が
襲
い
、
土
石
流
な
ど

で
死
者
19
人
な
ど
の
被
害
が
発
生
。
現

実
の
災
害
に
直
面
し
て
状
況
が
変
わ
っ

た
と
い
う
。

「
み
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加

を
希
望
し
た
の
で
す
が
、
年
長
で
も
中

学
生
で
す
か
ら
、
保
護
者
同
伴
で
な
け

れ
ば
ム
リ
と
断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
災
害
発
生
か
ら
1
週
間
以
上
た
っ

て
、
よ
う
や
く
出
来
た
仕
事
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
利
用
す
る
駐
車
場
の
整
理

と
、
土
の
う
作
り
の
手
伝
い
だ
け
。
そ

れ
ま
で
が
自
信
満
々
だ
っ
た
だ
け
に
、

『
自
分
た
ち
は
何
も
で
き
な
い
』
と
落

ち
込
ん
で
い
ま
し
た
」
と
吉
野
さ
ん
。

一
時
は
解
散
も
と
思
い
つ
め
た
ア

カ
ザ
隊
が
復
活
し
た
の
は
、
災
害
を
風

化
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち

だ
っ
た
と
い
う
。

「
復
旧
活
動
が
続
い
て
い
る
の
に
、

死
者
も
出
た
地
域
の
近
く
で
何
事
も

な
か
っ
た
よ
う
に
笑
っ
て
い
る
人
が

い
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
そ
う

で
す
。
災
害
を
覚
え
て
お
い
て
も
ら
う

た
め
に
、
自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か

を
考
え
、
災
害
の
現
場
で
役
に
立
て
な

か
っ
た
悔
し
さ
を
全
て
注
ぎ
込
ん
で
災

害
発
生
か
ら
復
旧
活
動
ま
で
を
ま
と
め

た
絵
本
を
作
り
ま
し
た
」

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
の
こ
も
っ
た
絵
本

は
高
く
評
価
さ
れ
て
、
ぼ
う
さ
い
甲
子

園
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
。
し
か
し
、

隊
員
の
子
ど
も
た
ち
は
「
現
場
で
何
も

で
き
な
か
っ
た
自
分
た
ち
に
は
受
賞
の

資
格
が
な
い
。
辞
退
し
た
い
」
と
言
い

出
し
た
。
吉
野
さ
ん
や
ま
わ
り
の
大
人

た
ち
が
「
風
化
さ
せ
た
く
な
い
な
ら
、

授
賞
式
に
出
て
自
分
た
ち
の
気
持
ち
を

伝
え
て
」
と
説
得
し
た
と
い
う
。
壁
を

乗
り
越
え
た
子
ど
も
た
ち
は
、
防
災
意

識
を
高
く
持
っ
て
、
新
た
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
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アカザ隊にはリーダーはいません。活動の主体はあ
くまでも子ども達で、われわれ大人はサポートに

徹しています。
活動内容も、全て子どもたちが決めます。だれかが何か
面白いことを思いついたら、他のメンバーに声をかけて集
まります。よく「隊員は何人ですか」「毎週何曜日に集まり
ますか」と聞かれるのですが、子どもたちの気分で変わる
ため、答えられないのです。緩やかな団体だからこそ、こ
こまで活動を続けることができたと思いますし、子どもた
ちにも防災意識が根付いたのではないかと考えています。
実は、アカザ隊の活動資金は、表彰での賞金と、活動計
画を認めてくれた行政からの補助で全て賄っています。賞
金をもらうと、みんなで遊びに行くことばかり考えている
ようなメンバーですが、被災後の「ぼうさい甲子園」グラ
ンプリの時だけは「これは使えない」と言っていました。
地元の聴覚障害者団体のためにプロジェクターを購入して
寄贈したほか、今年度の活動予算として使うことにしています。ですから、今年はみんな気合
が入っています。

吉野 くに子（よしの・くにこ）

「水の自遊人しんすいせんたいアカザ隊」 
事務局

防  災 
ちょっとクイズ

防災リーダーの一言

取
材
・
文
：
河
崎
美
穂

（
写
真
提
供　
「
水
の
自
遊
人
し
ん
す
い
せ
ん
た
い 

ア
カ
ザ
隊
」）

災害を語り継ぐためにアカザ隊がつくった絵本『防府の心みんなの心』から

この家具転倒防止のための道具は、何というでしょう？
（答えは　23 ページ）

ジオラマに水を流し、河川氾濫の様子や破堤後の復旧について学習
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Q職
場
の
防
災
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
業
務
上
危
険
な
場
所
に

立
ち
入
る
、
ま
た
は
危
険
物

を
扱
う
環
境
に
あ
る
か
、
利
用
者
の
収

容
規
模
や
利
用
形
態
（
一
時
的
か
、
滞

在
す
る
も
の
か
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
に
お
い
て
、
そ
の
事
業
内
容
、
規
模
、
職
員
や
利

用
者
が
存
在
す
る
施
設
環
境
、
地
域
特
性
等
に
適
合
し

た
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

事
業
の
い
ち
早
い
再
開
に
向
け
て
は
、
災
害
時
に
利

用
者
が
求
め
て
い
る
も
の
、
継
続
す
べ
き
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
は
な
に
か
と
い
っ
た
優
先
業
務
の
明
確
化
や
、
業

務
を
支
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
経
営
資
源
確
保
の
手
段

と
、
応
急
的
な
施
設
・
資
機
材
の
補
修
・
復
旧
計
画
を

考
え
ま
す
。
社
会
情
勢
に
よ
り
取
引
先
に
変
化
が
あ
っ

た
場
合
に
は
災
害
時
の
事
業
継
続
に
影
響
が
な
い
か
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、「
事
業
継
続
・
地
域
貢
献
・
地
域
共
生
」
活

動
に
欠
か
せ
な
い
対
策
の
ひ
と
つ
に
食
の
確
保
が
あ
り

ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
断
絶
で
自
宅
で
も
地
域
で
も

満
足
に
食
事
を
得
ら
れ
な
い
職
員
に
対
し
て
、
業
務
上

必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
確
保
す

る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ

ん
。
十
分
な
栄

養
を
確
保
で
き

な
く
て
は
業
務

に
支
障
が
出
る

だ
け
で
な
く
職

員
の
心
身
に
影

響
を
与
え
ま

す
。
社
会
的
に

責
任
あ
る
立
場

に
あ
り
、
災
害

時
に
地
域
に
貢

献
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
人
に
こ
そ
、
簡
易
な
食
事
で
は
な
く

能
力
を
継
続
的
に
発
揮
で
き
る
機
能
的
な
食
事
を
提
供

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

22

もし、一日前に戻れたら…

「あ、地震だな」とは思ったけれど 
～すぐに机の下にもぐるべきだった～

（40 代 男性 会社員）
休日出勤をして自分の席にいました。突然ガタガタガタっ

と揺れて、「あ、地震だな」とは思ったんですけれど、あそ
こまで大きくなるとは思っていなくて、そのまま椅子にす
わっていました。でも、そのうちどんどん揺れがでっかく
なって、最後は机にしがみつくかっこうになりました。

会社として、前回の新潟県中越地震以降、避難誘導で
は、各自ヘルメットをかぶって、まず 2 階のメンバーを集
めて、一緒に下までおりて外の駐車場に避難するということ
になっておりました。それで、当時 2 階にいたメンバーに、

「ヘルメットをかぶって
下におりるぞ！」と叫
ぶのですが、腰がぬけ
たのか、なかなか来な
いんです。だんだん叫
ぶ声だけ大きくなって、

「もう！」っていう感じ
で待って、そのメンバー
と一緒に避難しました。

揺れている時間は結
構長かったと思います。
今思えば、落下物から身を守るためにも、すぐに机の下に
もぐらないといけなかったですね。 

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

職場ではどのような視点で
防災を推進すれば 

よいのでしょうか？
職場に求められるのは職員や 
利用者（顧客、患者など）の生命の 
安全確保と二次災害の防止、 
事業継続のための計画と管理、 
地域貢献・地域との共生です。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 15回

イラスト：井塚 剛

平成 19 年新潟県中越沖地震（平成 19 年 7月）





災害時におけるボランティア活動及び自主的な防災活動につ
いての認識を深めるとともに、災害への備えの充実強化を図る
こととされています。

目的

災害時におけるボランティア活動及び自主的な防災活動の普
及のための講演会、講習会、展示会等の行事が、国、地方公共
団体、関係団体等の緊密な協力のもと全国的に実施されます。

実施内容

『共助』（地域の防災活動や防災ボランティア活動など）に取組む方々の間で、全国各地の多様な取組を共有し、 
みんなで支えあう新たな『共助社会』に向けて、今後のより効果的な活動の展開に 

つなげていくことを目的としています。

日　時：平成 23年 1月 23 日（日）
場　所：東京都江東区有明 3丁目　有明の丘基幹的広域防災拠点施設

http://www.vol-week.go.jp/

本週間と、その前後に開催される「防災」と「ボランティア」に関する取組を掲載します。

災害ボランティアセンター

片付けをしたいがボランティアにも
お手伝いしていただけないか。

避難所での慣れない生活で、
今後どうなるか心配。

困っている方々の
お手伝いをしてあげたい。

・・・・・・・・・・・・

災害ボランティアセンター

片付けをしたいがボランティアにも
お手伝いしていただけないか。

避難所での慣れない生活で、
今後どうなるか心配。

困っている方々の
お手伝いをしてあげたい。

・・・・・・・・・・・・

防災とボランティア週間
1月 15日〜 21日

防災とボランティアの日
1月 17日

災害ボランティアセンター

片付けをしたいがボランティアにも
お手伝いしていただけないか。

避難所での慣れない生活で、
今後どうなるか心配。

困っている方々の
お手伝いをしてあげたい。

・・・・・・・・・・・・

『防災とボランティアのつどい』を開催します。

イラスト：井塚 剛
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